
































































(1) The man is K. Tanaka. 
逸脱文解釈の問題点
















論はChomsky (1965: 151）の「gram ma ticalityの概念は少なくとも単
純には interpretabity（解釈の容易き、唯一性、一様性）とは結びつける
(4) 
















(5) ? Henry is a crooked cousin. 
(6) ? I know John to be the guy you are looking for. 
































































きて、意味の函数的アプローチの l例が、 Martin(1971) で示されて




と表記）とは、 PがW,W,, W2, W3 ・・・ のすべてにおいて真であ
ることを意味し、命題PがWにおいて可能である（＜）Pと表記）とは、 p


















きあがる。このワク組の中では、述語（ cとする）、個体（ iとする）、 命
題（pとする）の意味（meaning) を、それぞれ、函数Fc(W), FiCW) 




する個体の集合であり、 S=Fi (Wdとおけば、 Sがwkにおける個体 i
の外延、すなわち、個体 iの指示対象（referent）である。同様にして、






















































































(8) Green is colorless. 
(9) Ideas are green. 
。 Themanner of sleeping is furious. 
すなわち、我々は、詩的世界W1における生成文法GIを考え、その下に、











。 Virtueis green. 
(12) His jealousy is green. 
(9），臼1)'(12)では、それぞれ、 ideas,virtue, his jealousyが主語になって
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